













A Survey of the Awareness of School and Childcare center teacher
about Child Poverty
飯　 田　 昭　 人 瀧　 澤　 颯　 大
Akihito IIDA Hayato TAKIZAWA
水　 野　 君　 平 加　 藤　 弘　 通
Kumpei MIZUNO Hiromichi KATO
北翔大学教育文化学部研究紀要第４号
Bulletin of Hokusho University























A Survey of the Awareness of School and Childcare center teacher
about Child Poverty
飯　 田　 昭　 人 瀧　 澤　 颯　 大1
Akihito IIDA Hayato TAKIZAWA
水　 野　 君　 平2 加　 藤　 弘　 通3
























































































































































人数 ％ 人数 ％
職種 保育士 121 56.8% 性別 男性 263 38.5%
（保育施設） 教諭 45 21.1% 女性 412 60.2%
事務職員 6 2.8% 未記載 9 1.3%
管理職 13 6.1% 年齢 20歳代 73 10.7%
その他 28 13.1% 30歳代 114 16.7%
職種 教諭 191 67.5% 40歳代 261 38.2%
（小学校） 養護教諭 13 4.6% 50歳代 194 28.4%
特別支援学級教諭 35 12.4% 60歳代 37 5.4%
管理職 24 8.5% 70歳代 1 0.1%
事務職員 16 5.7% 未記載 4 0.6%
栄養教諭 2 0.7%
その他 2 0.7%
職種 教諭 125 66.5%








































































































































































































































3－10　周囲からの評価に対する適切な対応 .82 .26 .19
3－9　意欲・チャレンジ精神 .74 .24 .23
3－12　自己表現力 .68 .23 .27
（3－13　自己肯定感・自尊心） .49 .40 .30
（3－8　生活自立能力） .48 .35 .10
（3－11　こころの状態の安定性・こころの健康） .45 .42 .19
第２因子  子どもの身体健康（α=0.81）
3－6　健康面（体調不良を訴えることが多い） .23 .82 .12
3－5　園や学校での欠席が多い .23 .68 .26
（3－4　体力面（体力がない）） .42 .56 .07
（3－7　認知（ものの見方・考え方・価値観）） .30 .46 .37
（3－3　健全な生活習慣・食習慣） .35 .39 .23
第３因子  子どもの学力（α=0.93）
3－1　読み書き・計算などの基礎的学力 .21 .13 .94


























































































平均値 SD 有意差 t値
1－1　生活保護受給 3.71 0.89 3.43 0.86 ** 2.78
1－2　児童扶養手当受給 3.51 0.90 3.24 0.78 ** 2.67
1－3　就学援助費受給 3.54 0.86 3.12 0.82 *** 4.38
1－5　教育費が十分ではない 3.95 0.72 3.61 0.80 *** 3.83
1－6　服装が成長に応じていない 4.37 0.72 4.15 0.79 * 2.59
1－7　医療を控えている 4.53 0.72 4.27 0.78 ** 3.16
1－8　住環境が劣悪 4.58 0.68 4.34 0.74 ** 2.92
1－9　家事を子どもが多くする 4.06 0.89 3.81 0.83 * 2.56
2－1　両親不仲 3.49 0.73 3.23 0.75 ** 3.12
2－3　家庭が地域から孤立 3.65 0.81 3.34 0.79 ** 3.30
2－6　友人がいない 3.18 0.83 2.93 0.64 ** 3.16
2－7　登園渋りや長期欠席の経験 3.45 0.82 3.19 0.78 ** 2.95
2－8　卑屈，自分に自信がもてない 3.54 0.78 3.26 0.74 ** 3.16
3－3　健全な生活習慣・食習慣 4.00 0.85 3.72 1.06 * 2.43
3－4　体力面（体力がない） 3.31 0.89 2.98 0.98 ** 3.14
3－5　園や学校での欠席が多い 3.40 0.89 3.08 0.98 ** 3.03
3－6　健康面（体調不良を訴えることが多い） 3.41 0.88 3.10 1.01 ** 2.91
3－8　生活自立能力 3.26 0.99 3.01 0.92 * 2.28
3－9　意欲・チャレンジ精神 3.21 0.87 2.92 0.91 ** 2.94
3－11　こころの状態の安定性・こころの健康 3.77 0.81 3.41 1.00 ** 3.34
3－12　自己表現力 3.38 0.89 3.16 0.97 * 2.12
3－13　自己肯定感・自尊心 3.62 0.91 3.28 1.09 ** 3.10






平均値 SD 有意差 t値
1－3　就学援助費受給 3.43 0.91 2.97 0.88 * 2.48
1－5　教育費が十分ではない 3.84 0.70 3.48 0.81 * 2.38
2－1　両親不仲 3.46 0.69 3.13 0.89 * 2.16
2－3　家庭が地域から孤立 3.54 0.83 3.13 0.57 * 2.99
3－3　健全な生活習慣・食習慣 3.81 1.07 3.17 1.58 * 2.09
3－4　体力面（体力がない） 3.23 1.03 2.45 1.27 ** 3.39
3－5　園や学校での欠席が多い 3.26 1.06 2.63 1.38 * 2.63
3－6　健康面（体調不良を訴えることが多い） 3.19 1.04 2.63 1.35 * 2.37
3－7　認知（ものの見方・考え方・価値観） 3.09 1.18 2.47 1.55 * 2.35
3－9　意欲・チャレンジ精神 3.05 1.00 2.21 1.20 *** 3.73
3－10　周囲からの評価に対する適切な対応 3.03 1.19 2.34 1.50 * 2.27
3－11　こころの状態の安定性・こころの健康 3.72 0.99 3.10 1.47 * 2.15
3－12　自己表現力 3.36 1.03 2.67 1.37 ** 2.95
3－13　自己肯定感・自尊心 3.47 1.11 2.80 1.58 * 2.58





平均値 SD 有意差 t値
1－2　児童扶養手当受給 3.61 0.95 3.27 0.78 * 2.15
1－3　就学援助費受給 3.56 0.81 3.26 0.71 * 2.17
1－4　食事が十分にとれていない 4.69 0.65 4.37 0.85 * 2.49
1－6　服装が適切ではない 4.38 0.69 4.02 0.86 ** 2.72
1－7　医療を控えている 4.65 0.62 4.24 0.79 ** 3.37
1－9　家事を子どもが多くする 4.08 0.86 3.76 0.82 * 2.10
2－3　家庭が地域から孤立 3.72 0.72 3.40 0.89 * 2.31
2－7　登園渋りや長期欠席の経験 3.35 0.78 3.07 0.74 * 2.11
3－5　園や学校での欠席が多い 3.46 0.78 3.15 0.79 * 2.18
3－6　健康面（体調不良を訴えることが多い） 3.55 0.76 3.24 0.90 * 2.21






平均値 SD 有意差 t値
1－1　生活保護受給 3.89 0.78 3.36 0.99 * 2.15
1－2　児童扶養手当受給 3.65 0.84 3.29 0.80 * 2.17
1－3　就学援助費受給 3.70 0.83 3.06 0.90 ** 2.49
1－5　教育費が十分ではない 4.05 0.71 3.58 0.75 ** 2.72
2－1　両親不仲 3.70 0.76 3.29 0.80 * 2.39
2－6　友人がいない 3.34 0.90 2.97 0.62 * 2.29
2－8　卑屈，自分に自信がもてない 3.68 0.81 3.24 0.70 * 2.64
3－3　健全な生活習慣・食習慣 4.18 0.61 3.88 0.77 * 3.37
3－13　自己肯定感・自尊心 3.79 0.76 3.41 0.74 * 2.10
*p ＜.05，**p ＜.01
17
比べると低かった。
　中学校では，担任や教科担任などは，子どもと関わる時間が保育施設や小学校より少なく，
また思春期という特徴から，生徒たちは貧困状況が推測されるようなことを周囲に見せないよ
うにしていることがうかがわれる。これは相対的貧困がなかなか気づきにくいということとつ
ながることであろう。また，問２の「貧困状況において併せて見られる現象」の中の「２－６
友人がいない」「２－８　卑屈，自分に自信がもてない」は，保育施設や小学校では出現しな
かった。自分の業務として貧困家庭への支援を必要だと感じている「必要群」にとって，貧困
という背景から，友人がいないといった孤立の問題や，自分に自信が持てないという自己肯定
感の低下に気づけているものと思われる。
おわりに
　子どもの貧困に関する研究はとても増えてきているとともに，地域社会の中では，子ども食
堂をはじめとする，子どもの居場所づくり活動なども熱心に行われている。
　ただ，子どもの貧困については，経済的施策や社会福祉の観点からの論考が多いものの，保
育現場や学校現場で働いている保育者や教職員の意識調査に関する研究は多くはない。本研究
において，保育現場や小学校，中学校で働いている保育士や教職員を対象にできたことは意義
があると考える。
　今後の課題としては，保育士，幼稚園教諭，小学校教諭，中学校教諭，養護教諭，管理職，
事務職員などの職種間や，子どもたちの居住地域における地域性などを考慮した検討が必要で
あろう。
　最後に，子どもの貧困という現象は，経済的困窮という背景の中で，子ども一人ひとりの困
難性は異なるものである。一人ひとりの想いをくみ取りながら，支援方策を考えていくことは
とても重要なことであり，子どもの貧困研究においては，心理学の知見がますます求められる
といえよう。
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